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令和４年７月大井町教育委員会定例会 会議録 

 

日  時  令和４年７月 19日（火）13時 30分～14時 30分 

場  所  大井町役場 ２階 201会議室 

出席委員  夏苅一壽教育長、牧野誠一郎教育長職務代理者、中條政夫委員、 

小島茂子委員、小嶋真希委員 

出席職員  石井浩二参事兼教育総務課長、内田憲治生涯学習課長、大川智也指導主事 

【書記】曽根英之教育総務課副課長 

欠席職員  山﨑良徳社会教育主事 

傍 聴 人  なし 

会議内容 

 

１ 開会  夏苅教育長から開会の宣言をする。 

 

２ 前会議録の承認 令和４年６月定例会の会議録が承認され、小島茂子委員と小嶋真希

委員が会議録に署名する。 

 

３ 教育長の報告 

(1) 教育長の報告 資料により夏苅教育長が説明する。 

（要旨） 

新型コロナウイルスによる感染者数が全国的に増加傾向にある中、第７波なる言葉も

聞かれるようになった。大井町においても連日感染者が出ているものの、園・学校は予定

通りの教育活動が行われている。 

６月 20、28日の２日間で教育委員の園・学校訪問を実施した。 

７月６日の市町教育長会議では、県教育委員会行政課長から、不祥事防止と北朝鮮人

権侵害啓発週間についての話があった。 

その後の所長挨拶では教員不足問題、定年延長問題、県西管内の教職員人事異動等の

申し合わせ事項の改訂、特別支援学級担当教員の人材育成等について触れられた。 

議事は、教頭候補者選考試験、校長登用の管理職研究会の他、指導課事業ではコロナ禍

での研修事業の状況、第２回県地域部活動連絡会の開催等について話された。 

７月 12日の校長園長会議では、コロナ禍での園・学校運営の状況及び児童生徒指導上

の課題について報告された。 

７月７、８日の全国町村教育長会常任理事会では、５月に開催された定期総会と研究

大会の総括をはじめ、今年度の活動計画と令和５年度事業について協議した。 

教職員関係において、新型コロナの関係で陽性や濃厚接触者となり自宅待機となる者

が数名出たことを報告した。 

 

(2) 各課・給食センターからの報告 

①教育総務課関係事業報告   資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

   ②生涯学習課関係事業報告   資料により内田生涯学習課長が説明する。 
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４ 議 事 

(1) 議決事項 

〇議案第 10号 令和５年度使用小学校教科用図書の採択について 

資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

 

【質疑等なし 承認される】 

 

○議案第 11号 令和５年度使用中学校教科用図書の採択について 

資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

 

【質疑等なし 承認される】 

 

○議案第 12号 大井町３検定チャレンジ補助金交付要綱の改正について 

資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

 

（中條委員） 

子どもたちのモチベーションが上がるので、よい取組だと思います。確認ですが、１

回目は合格・不合格に関係なく補助されるわけですね。１回目が不合格の子は２回目の

申請ができず、１回目に合格した子だけが２回目の申請ができるということですね。し

かも、２回目は合格しなければ補助しないということですね。 

 

（石井参事兼教育総務課長） 

そのとおりです。 

 

（中條委員） 

何となく結果が重視されているように思います。プロセスを大事にするという考え 

方でいけば、１回目が不合格であった子はしかたないにしても、合格した子がさらに上

の級を受検したいということであれば、２回目は不合格であっても、補助していただけ

ると助かるのではないかと思います。そのように対応することで、さらによい制度にな

ると思います。 

 

（石井参事兼教育総務課長） 

毎年、受検する子どもの数が増えてきている中で、年度当初に受検した子が丸一年 

  待たなくても次の級を受けられるようにしたらどうかということで始めたものです。

子どもは様々な級を受けていますが、モチベーションが上がってくれればと思います。

この制度も試行から始まってきたこともありますし、結果として不合格が多かったと

してもそれだけチャレンジをしようとする子が増えてくるようであれば、考え直して

いくことがあってもよいのかと思います。 

 

（中條委員） 

今後の検討課題にしていただければありがたいです。 
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【質疑等なし 承認される】 

 

 (2) 協議事項 

  ○大井町立幼稚園・学校の今後のあり方の取組について 

資料により曽根教育総務課副課長が説明する。 

 

（中條委員） 

１か月ごとにこのように計画的に進むかどうかはわかりませんが、このスケジュー

ルで進める方向性でよいと思います。全世帯にアンケートをとることは大事なことだ

と思います。学校は地域の中の学校であるという、ある意味、文化的な地域のセンター

的な役割を果たしていますから、地域の皆さんの声を聞くこと、特に小さな子どものい

る若い保護者がどのように幼稚園や小学校を考えているかを知る意味でも、全世帯に

アンケートをとることは大事なことだと思います。この方向で進めて、途中でうまくい

かないことがあれば、計画が１，２か月ずれてもしかたがないと思います。 

 

（夏苅教育長） 

このような流れで対応させていただいてよいですか。 

 

【質疑等なし 承認される】 

 

  ○第 66回大井町町民体育大会について 

資料により内田生涯学習課長が説明する。 

     ※新型コロナウイルス感染症の影響により運動する機会が減少したため、体力

向上を目的に今年度は開催する。 

 

【質疑等なし 承認される】 

 

５ その他 

  ○西湘地区教育委員会連合会研修視察について 

資料により曽根教育総務課副課長が説明する。 

 

  ○ねんりんピックのバッチについて 

口頭で曽根教育総務課副課長が説明する。 

 

〇今後の行事等予定について 

     資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

 

(夏苅教育長) 

  次々回の定例会の日程調整をさせていただきます。９月の最終週を考えていますが、

いかがですか。 
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では、９月 27日(火) 13:30開会とします。 

次回は８月 25日(木) 13:30を開催予定としています。よろしくお願いします。 

 

６ 閉会  夏苅教育長から閉会の宣言をする。 

 

 


